
①初期画面

・４つの天秤と，赤色の●１０個・おもり

大８個・おもり小６個がある。

・「天秤」ボタンをクリックすると，天秤

がつりあったり，傾いたりする。

・「コピー」ボタンで，作業画面の天秤を

比較画面(ア・イ・ウ)にコピーすること

ができる。

・「問題１」「問題２」で赤色の●の重さ

を求める問題が作業画面に表示される。

②作業画面で皿に赤色の●やおもりを載せ

たり取り除いたりする

・上側の赤色の●やおもりをドラッグして

皿の上で離すと，皿に載せることができ

る。

・皿の上の赤色の●やおもりをドラッグし

て上側で離すと，皿から取り除くことが

できる。

③「問題１」の解く手順を比較画面にコピーし

たとき

・比較画面アの最初の状態から，両方の皿

から同じおもりを１個ずつ取り除いた比

較画面イへ。そして，両方の皿に載って

いるものを半分ずつにした比較画面ウを

表示させる。

・赤色の●の重さが，５ｇのおもり２個と

つりあうので，１０ｇと分かる。

赤色の●をχｇとして，比較画面ア

～イを等式に表して，等式の性質がど

のように使われているのかを考えさせ

る。

・「問題１」では，２χ＋５＝２５という

方程式になる。

・「問題２」は，５χ＋５＝２５＋３χと

いう方程式になる。

ポイント

赤色の●の重さを求めるために天秤の両方の皿に行った作業と，赤色の●の重さを

χｇとして表した等式との比較を通して、等式の性質の使い方をはっきりさせたい。

１年

１次方程式

天秤での作業と等式の変

形を比べて，等式の性質を

理解させるには

13007 等式の性質(４天秤)

赤色の●の重さを求めるために，それ

やおもりが載っているつりあった天秤の

両方の皿から，赤色の●やおもりを取り

除く作業を順番に表示させることができ

るソフトである。


